第26回日本腐植物質学会講演会
日時：2010年11月29日（月）～30日（火）
会場：筑波大学　大学会館　国際会議室（他）
主催：日本腐植物質学会　
共催：筑波大学
協賛：日本化学会、日本分析化学会、日本水環境学会、日本土壌肥料学会、日本陸水学会（いづれも予定）
 

テーマ講演：　環境中に遍在する腐植物質の分布、動態、特性
　　　　　—その挙動を界面科学的アプローチから考える—
コンビ－ナー　筑波大学　足立泰久
主旨：腐植物質と周辺有機物の環境中での分布、動態、特性を様々な角度から話題提供いただき、それらに関する情報を集約すると同時に、自然界におけるこれらの物質の挙動を分子レベルで考察する手法として界面科学的アプローチがどの程度有効なのかについて学際的に討議する。
 

依頼講演者　（講演課題は仮）
和穎　朗太　農業環境技術研究所  「無機成分との相互作用から見える土壌有機物の分解と蓄積過程」
小林　政広　森林総合研究所　　　「土壌有機物の濡れと森林土壌中の水移動」
大森　裕子、濱　健夫　筑波大学「海洋での腐植の分布」
今井　章雄　　　国立環境研究所　「湖沼におけるDOMおよびフミン物質の起源,特性および動態」
 

一般講演（口頭、ポスターセッション）
締め切り　講演申し込み　10月15日　原稿11月15日　
　　　　　参加登録（定員120名）定員になり次第　
参加費：会員　2000円　非会員5000円　
懇親会　5000円　（学生2000円）
 

講演申し込み　参加登録　等の詳細はホームページ（9月1日以降掲載）
http://www.envr.tsukuba.ac.jp/~colloid/jhss2010.html
をごらんください。
連絡先：筑波大学　生命環境科学研究科　足立泰久
　　　　colloid@envr.tsukuba.ac.jp　
　　　　0298-53－4862

 
